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○　米子学園高等学校・全景（昼）

　　三階建の校舎を、晩春の日差しが照らす。

　　校庭でボール遊びをする学生、

　　校舎の周辺で語り合う生徒達等、等。

· 　同・図書室

　　ズラリと並ぶ書棚。

　　大きめの机が設置された閲覧席や、パソ

　　コン席などもある。

　　入口近くにはカウンターあり。

　　一冊の本を手にする女子・ eq \o(\s\up 9(たかねさきほ),高根咲穂)（十

　　六）、その本を書棚に収納。

咲穂のナレーション「米子出身の生田春月は、

　大正時代にベストセラーを出した詩人だ」　　

　　収納した本の背表紙は『生田春月』。

咲穂のナレーション「感傷的なまでに描かれ

　た“死”に対し、当時の文壇は“感傷詩人”

　と軽く扱った。文壇に無視された彼は才能

　を悲観し、瀬戸内海に身投げした」

　　咲穂、徐にカウンターの中へ入る。

　　暫くして訪れる女子・ eq \o(\s\up 9(はぎわらせいな),萩原星奈)（十六）。

　　星奈、咲穂が収納した『生田春月』の本

　　を手にとる。

○　同・同・カウンター前

　咲穂、カウンターで返却本のチェック。

　　その前に立つ星奈、咲穂に本を差し出す。

　　表紙には『生田春月』とある。

　ハッとする咲穂。

　　星奈、無言で図書館カードを提示。

　　咲穂、カードを取り、学年と名前を確認。

咲穂「萩原星奈さん、ですね。……なぜ、こ

　の書籍を選んだんですか？」

星奈「どうしてそんなこと聞くの？」

咲穂「今、皆さんにアンケートを取ってるん

　です。図書室の充実を図るための」

星奈「守秘義務、守ってくれるなら答えるよ」

咲穂「私以外、誰にも知られないから、ご安

　心して下さい」

星奈「あなたにも知られたくないんだけど、

　まいっか……生田春月に興味があるから」

咲穂「興味？　それは、生田春月自身に？」

星奈「春月自身もそうだけど、春月の生き方

　に。興味というより研究対象かも」

咲穂「研究対象って、春月の研究してるの？」

星奈「例えばの話だけど。もういいでしょ」

咲穂「あ、ごめんなさい」

　　咲穂、星奈にカードと本を手渡す。

　　星奈、チラと咲穂の名札を見る。

星奈「名前、高根……なんて言うの？」

咲穂「ああ、さきほ。珍しいでしょ」

星奈「咲穂か。これでお互いの個人情報は交

　換できたね、咲穂！」

　　星奈、ニコッと笑いながら出ていく。

　　呆然と星奈を見送る咲穂。

咲穂の声「見つけた！　彼女なら絶対あの問

　題が解けるはず。あとは本の仕掛けに引っ

　かかるのを祈るのみ……なんだけど」

　　咲穂、ポケットから紙を取り出し広げる。

　　それは本から破かれた一枚の頁であり、

　　春月の詩が印刷されたものだった。

○　高根家・全景（夕方）

　住宅街の一角。

　割と築浅な二階建の一軒家だ。

· 同・咲穂の部屋

ベッドがあり、本棚がある六畳間。

咲穂、机に向かっている。

その傍らで、教科書を片手に立っている

家庭教師・ eq \o(\s\up 9(はらけいいち),原敬一)（二二）。

敬一「この間渡した問題、全部クリアした？」

咲穂「春月の問題集？　もう完璧！　……っ

　て言いたいけど」

　　咲穂、鞄からノートを取り出し開く。

　　四つの問題のうち、三つは既に解答済。

敬一「ホントにわからない？　いい、問一『天

　地の寂にしたしめば』と綴られる詩の題名

　と、この詩が刻まれた墓碑の場所は？」

咲穂「（ノートを見ながら）詩のタイトルは

　『澄める青空』、墓碑は法城寺」

敬一「正解。問二は？　春月の碑がある小学

　校の名前とその小学校と春月の関係は？」

咲穂「明道小学校。春月の出身校」

敬一「ＯＫ。問三は？　弓ヶ浜にある墓碑に

　かかれた詩は何の小説の一節？」

咲穂「『相寄る魂』」

敬一「なんだ、わかってるじゃない。一体、

　何がわからないんだ？」

咲穂「問四『恋しきに』というタイトルの

　詩は、春月が何に発表したものか？」

敬一「ああ、それは僕からのサービス問題だ」

咲穂「サービス？！　どこが」

敬一「問一～三は米子の人なら答えられるさ。

　せめて問四くらい悩まないとね」

咲穂「十分悩んでるもん。春月が自殺するの

　と同じくらいにね」

敬一「なるほど、そんなに深刻な問題かぁ」

咲穂「でも、春月の気持はわかんないな。ど

　うして自殺なんてしたんだろう……」

敬一「僕にはよく分かるよ。ままならない人

　生への苛立ちというか」

咲穂「……先生も、死にたいって考える？」

敬一「……人は誰でも考えるさ。死ねたらど

　れだけ楽かってね」

咲穂「でも、私は考えたことないよ、死にた

　いなんて」

敬一「咲穂はまだ子どもなんだよ。もう少し

　大人になれば、死にたくなるほどの辛さも

　味わうよ」

咲穂「自殺なんて考えてないよね？　この問

　題解けたら遊びに行く約束したもんね」

敬一「（笑いながら）その前に死んじゃった

　らごめんな」

　　敬一、咲穂の頭を撫でる。

　　敬一を不安そうに見上げる咲穂。

· 　米子学園高等学校・咲穂の教室（昼）

　昼休み。生徒達は各々、喋ったり次の

　授業の準備をしたりしている。

　咲穂、一人机に向かい、破かれた頁の、

　印刷された春月の詩を見つめている。

　教室を訪れる星奈、キョロキョロと見

　回し咲穂の姿を見つける。

　咲穂は星奈に気付かない。

　星奈、咲穂に近づくと、いきなり咲穂

　の顔を覗き込む。

咲穂「（ギョッとして）は、萩原星奈！」

星奈「この本、六五頁が破れてるんだけど、

　どういうこと？　高根咲穂さん」

　と言いつつ、咲穂の手元を見る星奈。

　咲穂の手にある紙片、頁数は“六五”

　とある。

　　咲穂、咄嗟に紙片を隠そうとする。

　　が、星奈に取り上げられる。

　　気まずい顔で星奈を見る咲穂。

· 　米子駅前・だんだん広場（昼）

　駅から出てくる人々。

　タクシー乗り場に並ぶタクシー。

　バス停で並ぶお年より等。

　咲穂と星奈、学校帰りのまま花壇の淵

　に腰掛けている。

星奈「本を破いて罠にはめるなんて、なに企

　んでるわけ？」

咲穂「春月に興味のある人と知り合いたくて。

　頁が破けてれば、絶対言いに来るでしょ」

星奈「で？　知り合ってどうするの？　春月

　談義にでも花を咲かせたいとか？」

　　咲穂、鞄からノートを取り出し、広げて

　　見せる。

咲穂「この問題を一緒に考えて欲しいの」

星奈「なにこれ？（ノートを手に取り）面白

　いね、こんな勉強してるんだ」

咲穂「家庭教師からの宿題よ。この問題を解

　くと……（言い難そうに）先生と遊びに行

　けるの」

星奈「くっだらない。まぁ頑張って。私には

　関係ないから」

　　星奈、咲穂にノートを返し、そっけなく

　　立ち去ろうとする。

　　咲穂、咄嗟に星奈の制服を掴み、

咲穂「待って！　先生、自殺しちゃうかもし

　れないの！」

星奈「自殺？！　遊びに行けないから？　バ

　カみたい」

咲穂「先生、すごく春月に傾倒してて、昨日

　も、死ねたらどれだけ楽かって言ってて」

星奈「大丈夫。死にたいって言う人ほど死な

　ないし。死ぬ人は『死ぬなんて忘れた』っ

　て言うもんだよ」

咲穂「そうなってからじゃ遅いもん。兎に角、

　私が春月を理解して、先生を救いたいの」

星奈「……要するにホレてるんだ」

　　咲穂、ハッとして赤面する。

　　星奈、呆れて溜息をつく。

星奈「どうでもいいけど。でも、人にモノを

　頼むなら、それなりの見返りが必要だよ」

咲穂「……どうしたらいいの？」

星奈「生田春月研究家としては、そのノート

　にある縁の地、一通り回りたいんだけど」

咲穂「それ付き合ったら手伝ってくれる？」

星奈「但し、答えは自分で出してね。私はあ

　くまで手伝うだけだから」

咲穂「もちろん！！」

星奈「そしたら、まずはついて来て」

咲穂「えっ？　なに、どこ行くの？！　ちょ

　っと待ってよ！」

　　星奈、答えず咲穂の手を引いて歩き出す。

· 　萩原家・全景（昼）

　住宅街にある築四〇年程の二階建家屋。

　　周囲には割と古い家が多い。

· 　同・星奈の部屋（昼）

　本棚が三～四つ程ある。八畳間。

　二台の机のうち一台はパソコン机。

　咲穂、珍しそうに本棚を眺めている。

　星奈、パソコンのスイッチを入れる。

星奈「気に入ったら読んでいいよ」

咲穂「すごい。これ全部、自分で集めたの？」

星奈「集めたっていうか、いつのまにかそれ

　だけの数になってただけ」

　　咲穂、書棚から『時代人の詩 』という

　　タイトルの書籍を取り出す。

星奈「それは春月の晩年の作品。遺書みたい

　なものだよ」

咲穂「（本を開き）『禁断の書、不許他見と　表

　紙に書きて、さびしく笑ふ』……なるほど」

　　星奈、パソコン机でキーボードを叩く。

　　パソコン画面に表示される表。

　　春月縁の地の所在一覧だ。

　　咲穂、本棚の書籍を眺めたりしつつ、ふ

　　と、空いている机に目がいく。

　　机の上に刃が出たままのカッターがある。

星奈「法城寺、明道小学校、弓ヶ浜。とりあ

　えず全部米子市だから、一日で回れるね」

　　星奈、咲穂の方へ振り返る。

　　咲穂、カッターを注視している。

　　星奈、ハッとし、咲穂の元へ歩み寄る。

　　星奈、何でもない様にカッターをしまう。

星奈「とりあえず今度の土曜日、一通り回ろ

　う。そしたら、問四のヒントを教えるよ」

咲穂「ねぇ、星奈はどうして、春月の研究な

　んてしてるの？」

星奈「単なる向学心だよ」

　　咲穂、星奈の顔を窺うように見つめる。

· 　ほんどおり商店街（朝）

　昔ながらの店が立ち並ぶ商店街。

　咲穂と星奈の二台の自転車が走る。

　前のカゴに各々のバッグが入っている。

星奈「問四の問題はなんだっけ？」

咲穂「問四『恋しきに』というタイトルの詩

　は、春月が何に発表したものか？」

星奈「ＯＫ！　覚えとくよ」

　　二台の自転車、走り去る。

· 　明道小学校前

　小学校前の歩道の角にある春月の詩碑。

　　咲穂と星奈、自転車でやってくると、碑

　　の傍らに自転車を停める。

咲穂「春月は、この学校に通ってたのね」

星奈「春月にとって一番幸せな頃だね」

　　咲穂、碑の写真を撮影する。

· 　法城寺前

　中国風のオリエンタルな門構え。

咲穂の声「春月は小学生の頃から文才があっ

　たのよね」

星奈の声「『少年世界』っていう文学雑誌に

　も投稿してたんだって。すごいよね」

　　咲穂と星奈、門の前まで自転車でくる。

　　二人、自転車を門の前に停めて、境内へ

　　と入っていく。

· 　法城寺・春月の墓碑前

　立派な松の木の横に建つ春月の墓碑。

　咲穂と星奈、墓碑の前まで来る。

　咲穂、碑の写真を撮影する。

咲穂「『天地の寂にしたしめば、詩の心はな

　くもがな。天地をかぎる我のなくば、我も

　葉末の露の玉』」

星奈「春月の納骨式には萩原朔太郎や石川三

　四郎といった多くの文壇が集まったんだ」

咲穂「それだけの人に囲まれながら、どうし

　て春月は自殺なんて……」

星奈「どんなに周囲に人が集まっても、孤独

　な場合もあるよ」

　　星奈、墓碑をそっと撫でる。

　　咲穂、そんな星奈をじっと見つめる。

· 　国道九号線から皆生温泉まで（昼）

　国道の歩道を自転車で走る咲穂と星奈。

咲穂の声「孤独……春月の孤独って、どんな

　もの？」

星奈の声「なんだろうね」

· 　皆生温泉海浜公園（昼）

　海水浴客はまだいない。

　人もまばらな海岸。

　春月のＵの字の詩碑、その向こうで海

　が波打つ。

　白い砂浜に足をとられながらやってく

　る咲穂と星奈。

　　咲穂、春月の詩碑を撮影する。

咲穂「『生きとし生ける人の胸に　限りも知

　らぬ寂しさが　雲のごとくに湧くときは

　離れ離れし　人も相寄る』」

星奈「『相寄る魂』は、主人公が愛する人と

　共に、ここから舟で沖へ出る。心中するん

　だよね」

咲穂「なんだか悲しいお話だね」

星奈「春月自身も、キレイなまま海で自殺し

　てる。そういう自己完結に、憧れる……」

　　一陣の風が吹く。

　　まつわりつく髪をかきあげる星奈。

　　その左手首に見えるリストカットの跡。

　　咲穂、ハッとする。

· 　咲穂のイメージフラッシュ

　星奈の机の上にあった、刃の出ている

　カッター。

· 　皆生温泉海浜公園（昼）

　咲穂、咄嗟に星奈の腕を掴む。

　ビクッとして手を振り払う星奈。

咲穂「死にたいのは、星奈も同じだったんだ」

星奈「死にたいわけじゃないけど」

咲穂「じゃあなんで、リストカットなんか」

星奈「生きていたいわけでも、ないからさ」

咲穂「……なにか、悩みとかあるの？」

星奈「さっき、春月の孤独ってなに？　って

　話してたでしょ？　たぶん、春月は、妻の

　花世からも得られないものがあったんだ」

咲穂「得られないもの？」

星奈「本気で理解しあえる、魂の寄り添える

　相手でも、そんな相手この世にいないよ」

咲穂「そんなことない！」

　　星奈、キョトンとして咲穂を見る。

咲穂「自分から探しに行けば、そういう相手

　に出会えるはずだよ」

　　星奈、咲穂をじっと見つめる。

咲穂「（ボソッと）……と思う」

星奈「（クスッと笑い）何だ、自身ないんだ？」

咲穂「私だって出会えてないもん。でも探さ

　なきゃ、答えは見つからないじゃない」

星奈「そっか……そうだよね」

咲穂「ところで、問四『恋しきに』は何に発

　表したものか？』のヒント、そろそろくれ

　てもいいんじゃない？」

星奈「……それが、実は知らないんだ」

咲穂「なにそれ？！」

星奈「ごめん！！」

咲穂「しょうがない奴。ほら、答え探しに行

　くよ」

　　咲穂、星奈に手を差し出す。

星奈「はいはい！」

　　星奈、咲穂の手を取り、急に走り出す。

　　咲穂、意表をつかれて足がもつれる。

星奈「咲穂、鈍い！！」

咲穂「ムカつくぅ！！」

　　二人、笑いながら砂浜を走っていく。

· 　図書館・全景（昼）

　　広い敷地内に立っている二階建の図書館。

　　同じ敷地に美術館もある。

○　同・郷土の本コーナー

　　米子に纏わる書籍や、米子出身の作家の

　　ものなどが陳列された書棚。

　　職員Ａ、本を整理している。

　　咲穂と星奈、生田春月の本を次々と読み

　　進んでいく。

　　職員Ａ、二人をチラチラ見ている。

星奈「『恋しきに』あった？」

咲穂「ない……どこに載ってるんだろう」

　　職員Ａ、徐に二人に近づいてくる。

職員Ａ「なにか探し物？」

咲穂「えっ？！　ええ、あの、生田春月の『恋

　しきに』が掲載されてる詩集を探してて」

職員Ａ「『恋しきに』ねぇ……ああ、あれね。

　ちょっと待って」

　　職員Ａ、カウンターの奥に入っていく。

　　顔を見合わせる咲穂と星奈。

　　程なくして戻ってくる職員Ａ、一冊の小

　　冊子を手にしている。

職員Ａ「ほれ、あげるよ」

　　咲穂、手渡された小冊子を開く。

　　そこには春月の詩が沢山掲載されている。

星奈「これは、一体？」

職員Ａ「うちで春月関連の印刷物をコピーし

　たものだ。引用した雑誌名も書いてあるか

　ら、適当に探してごらん」

咲穂「頂いていいんですか？」

職員Ａ「いいのいいの、それコピーだから」

　　職員Ａ、去っていく。

　　咲穂、頁を捲り『恋しきに』を発見する。

咲穂「あった！　『明治三九年七月、バカキ

　文学に掲載』やった！」

星奈「見つかったね！」

咲穂「これで全問クリアしたぁ！　星奈、あ

　りがとう！！」

　　咲穂、星奈に抱きつく。

　　星奈、釣られて抱き返す。

· 　湊山公園・中海海岸遊歩道（夕方）

　　少しずつ日が傾きつつある頃。

　　咲穂と星奈、自転車を押して歩いている。

星奈「中海も昔はもっとキレイな海だったん

　だって」

咲穂「うん。魚とか獲れたんだよね」

星奈「春月もさ、きっとこの中海の夕日を見

　てたと思うよ」

咲穂「春月はその時、何を思ったんだろうね」

星奈「そういうの考えるのも、楽しいね」

咲穂「……あれ？」

　　向かいから男女のカップルが寄り添って

　　歩いてくる。男は敬一である。

　　敬一の正面に立つ咲穂。

敬一「おう、咲穂」

咲穂「先生……」

　　星奈、吃驚して咲穂の顔を見る。

咲穂「先生、私、全問クリアしたよ」

敬一「おおそうか。おめでとう」

咲穂「先生、遊びに連れてってくれるよね」

敬一「そのつもりだったけどさ」

　　敬一、隣りの女性の顔を覗き、

敬一「週末は全部、彼女とデートなんだ。ご

　めん」

咲穂「（愕然としつつ）先生、死にたいって

　気持は、どうなったの？」

敬一「そのことならもう解決したよ。僕はず

　っと、愛する人が欲しくて悩んでたんだ。

　春月のようにね。でも、やっと見つけた」

　　星奈、大きくひとつ溜息をつき、

星奈「センセ、春月の『恋しきに』の一節に

　ある“錦浦”ってなんですか？」

敬一「えっ？！　えっと……何かな？」

星奈「この公園、昔は錦公園って言ったそう

　ですね。中海も錦海って呼んでたとか」

敬一「ああ、そうだね、そうだ」

星奈「『恋しきに』は、春月が故郷を思って

　作った詩。きっとこの辺りの夕日を思って

　歌ったんでしょうね」

敬一「そこまでわかってるなら、それでいい

　じゃないか」

星奈「でも、春月の心が知りたいんです」

敬一「詩の世界っていうのは、読む本人の見

　解が大事なわけで、春月がどう思うかなん

　て、誰も突き詰められないよ」

星奈「（咲穂の顔見て）だって、咲穂」

咲穂「もうわかった……行こう、星奈」

星奈「（敬一に向かって）お邪魔様でした」

　　咲穂、星奈と共に立ち去っていく。

· 　ほんどおり商店街（夕方）

　　力なく自転車を押してあるく咲穂と星奈。

咲穂「あんな言い方しなくたっていいのに」

星奈「傷ついた？」

咲穂「……当たり前じゃない！　さっきまで

　全問クリアで喜んでたのに、いきなり、い

　きなり……」

星奈「でも、所詮あの程度の男だったわけで」

咲穂「星奈に何がわかるの？！　私、私、本

　当にすごく好きだった。春月にあわせてく

　れたのだって、先生なんだよ！」

星奈「……ごめん」

　　星奈、立ち止まる。

　　咲穂、ハッと星奈の顔を見る。

星奈「ちょっと寄ってく所あるからここで」

　　星奈、バッグから本を出し咲穂に渡す。

星奈「私が好きな春月の詩集。あげるよ」

咲穂「……ねぇ星奈、まだ、死にたいって思

　ってる？」

星奈「……そんなこと、忘れてたよ」

　　星奈、自転車を走らせ去っていく。

　　その後姿を見送る咲穂。

· 　萩原家・玄関前（夜）

　　咲穂、自転車を門の中に停める。

　　先ほど星奈に貰った本をカゴから出す。

　　表紙には『時代人の詩』とある。

　　咲穂、中を開いてハッとなる。

　　──死を忘れよう、死を忘れよう。おれ

　　　　はあまりに死を歌った──

　　咲穂、星奈の言葉を思い出す。

咲穂の声「……ねぇ星奈、まだ、死にたいっ

　て思ってる？」

星奈の声「……そんなこと、忘れてたよ」

· 　咲穂の回想・米子駅前・だんだん広場

　　花壇に腰掛ける咲穂と星奈。

咲穂「先生、すごく春月に傾倒してて、昨日

　も、死ねたらどれだけ楽かって言ってて」

星奈「大丈夫。死にたいって言う人ほど死な

　ないし。死ぬ人は『死ぬなんて忘れた』っ

　て言うもんだよ」

· 　萩原家・玄関前（夜）

　　咲穂、携帯で星奈に電話をかける。

携帯の声「電波の届かない所に……」

　　咲穂、携帯を切ると、自転車で外へ飛び

　　出していく。

· 　ほんどおり商店街（夜）

　　自転車でひた走る咲穂。

咲穂の声「星奈、どこにいるの？！」

· 　咲穂の回想・皆生温泉海浜公園

　　砂浜に立っている星奈と咲穂。

星奈「『相寄る魂』は、主人公が愛する人と

　共に、ここから舟で沖へ出る。心中するん

　だよね」

咲穂「なんだか悲しいお話だね」

星奈「春月自身も、キレイなまま海で自殺し

　てる。そういう自己完結に、憧れる……」

○　国道九号線から皆生温泉まで

　　咲穂、歩道を自転車で疾走していく。

咲穂の声「死なないで、死なないで、星奈」

· 　皆生温泉海浜公園

　　咲穂、真っ暗な海岸を走る。

　　時折、砂に足をとられながら。

　　波打ち際に人影を発見する。

　　人影、ゆっくりと海に進んでいく。

　　咲穂、渾身の力で走る、走る、走る。

咲穂「星奈ぁーっ！！」

　　振り向く人影、星奈である。

　　咲穂、星奈に向かってダイビング。

星奈「な、なっ、なに！！」

　　咲穂、星奈と一緒に水際に倒れこむ。

　　びしょぬれになる咲穂と星奈。

咲穂「ダメ！！」

星奈「なにが？！」

咲穂「死んじゃダメ！！」

星奈「ちょっと、何言ってるの？　ったく、

　あーあ水浸しだよ」

咲穂「だって星奈が死のうとするんだもん」

星奈「誰が死のうとしてたって？」

咲穂「星奈」

星奈「ばーか」

　　星奈、咲穂のおでこを小突く。

　　キョトンとしている咲穂。

星奈「よくここにいるってわかったね」

咲穂「だって星奈、春月の死に方に憧れてる

　って。死ぬことも忘れてたって。それに」

　　咲穂、濡れた『時代人の詩』を掲げる。

星奈「それは咲穂がうちで夢中になって読ん

　でたから、欲しいのかなって思っただけ」

　　星奈、砂浜に座り込む。

　　咲穂も、隣りに座る。

星奈「……死なないために、ここに来たんだ。

　海風に吹かれて波で迷いを洗って、もう死

　ぬことないよって、自分に言い聞かてた」

咲穂「ホントに？　ホントに死ぬ気じゃなか

　ったのね」

星奈「咲穂が言ったんだよ。探せば出会える

　って。魂を寄り添わせる相手に」

咲穂「そうだったよね……私が言ったんだ」

星奈「そうだよ。咲穂が言ったんだよ」

　　咲穂と星奈、手を知り合って立ち上がる。

　　二人を月明かりが静かに照らしていた。

· 　米子学園高等学校・図書室（昼）

　　カウンターの中にいる咲穂、本のチェッ

　　クをしている。

　　星奈、カウンターの前に立つと、咲穂に

　　本を差し出す。

　　表紙に『生田春月読本』とある。

　　咲穂、中を開く。

　　破れた頁がテープで補正されていた。

星奈「公共物を故意に損壊してはダメです」

咲穂「以後、気をつけます」

星奈「罰として、今後一ヶ月、萩原星奈と生

　田春月についての論文を仕上げること」

咲穂「はい、センセ」

　　咲穂と星奈、笑いあう。

　　窓から差す、午後の日差しを浴びて……。
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